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① 2009年の松原産業

松原産業株式会社

地球の緑と環境を守る

本社・工場取得

発泡スチロールの加工なら

http://www.matsubara-sangyo.jp/

■ 省燃費講習会 第30号 2月発行
2月には、省燃費講習会を実施しました。燃料流量計が装備さ

れた車両を使用し、アクセルの踏み方、ブレーキのかけ方を数値
化し、日頃の点検などの細かい所から気を配る事とエコドライブ
の必要性を説明していただきました。

2009年も残すところあとわずかになりましたね。今月のパイナル通信は、今年、発刊したパイナ
ル通信に合わせて、今年の松原産業を振り返ってみたいと思います。

住宅用火災報知機の設置が義務化になって3年が経ち、普及率
も57%にまでなりました！平成23年の6月までに設置しないといけ
ないって知ってました？そんな火災報知機を広く知っていただくた
めに、福井市消防の依頼を受けて大きな模型を造りました。こんな
大きな物でも、発泡スチロールならではの軽さで、天井にも簡単に
設置できます。火災の多い時期になります。皆様早めに設置と火
気の使用にはくれぐれもご注意下さい。

■ 火災報知機 （発泡スチロール造形品） 第34号 6月発行

■ 新入社員入社 第32号 4月発行

■ 北陸技術交流テクノフェア2009 第39号 11月発行

今年も10月22・23日の二日間に渡り、福井県産業会館にて北陸技術
交流テクノフェアに出展させていただきました。今年も会場は、「エコ」を
意識したブースが多くみられました。今後、さらにエコを意識した製品
が必要となってくる事を改めて感じました。これからも松原産業は発泡
スチロールの環境性、リサイクル性を十分に発揮できるような営業活
動・商品開発に取り組んでいきます。

(石本真士） （川瀬守旦）（牧田 望）

松原産業に入社して、8ヶ月が経ちまし
たが、まだまだ失敗も多く、教わることも
たくさんあります。仕事をしていて、学生
の頃とは、違う責任の重さや間違った事
を注意され、それを素直に受け止めるこ
との大切さをしりました。（製造部 川瀬）

■ 消防操作法大会 第37号 9月発行

②オーダーメイドあれこれ

今年もパイナル通信をご愛読戴き誠にありがとうございました。来年も宜しくお願い
します。ｖ（＾O＾）ｖ パイナル通信編集者 一同

毎年参加している消防操法大会、今年は男女とも3位入賞と良い結
果を残せました。防火に対する高い意識を維持し、今後も取り組んで
いきたいと思います。ちなみに女子チームは来年こそは絶対優勝す
る！と心の火は燃え続けているようです。
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毎度おなじみ、オーダーメイド発泡スチロールなら松原産業にお任せ！
さて今回ご紹介するのは．．． 皆さんももしかしたら見たことがあるかも．．．

レンガタイル、と思った方、まだまだですね～。ここに出て
くるのですから、ひねりがないわけがありません！これも
やっぱり発泡スチロールなんですね～

マジカルレンガタイル「ぺっ太くん」です！
http://chameleon-diy.com/

（以下、ホームページからの抜粋です。）

『本物のレンガみたいなこの質感！しかも、こんなに軽いのは何故？実は、発泡スチロー
ルで出来ているんです。ただ単に発泡スチロールに色付けしただけでは物足りない。
そこで仕上げに、砂を交えた塗装材で色付けをし、熟練された職人さんの手作業で、ひと
つひとつ丁寧に仕上げました。まさに本物のレンガ？と目を疑うほど！
貼り方も簡単！ぺっ太くんの裏に両面テープを貼って、後はペタペタ貼るだけ♪

あなたのお部屋・玄関・トイレ・・・が、簡単！お洒落に大変身！！』

．．．それではここで当社の熟練職人 上嶋秀昭君に登場して
もらいましょう！「当社ではちょっと珍しい商品ですが、製品化
までにどういった点に苦労しましたか？」

「形状はレンガ風のものがすでにありましたので問題ありませ
んでした。やはり苦労したのは、色の調合と塗り方ですね。石
目の塗料を混ぜたので色合いの微妙なさじ加減が大変でした
それから塗り方です。タイルの表面は微妙な凹凸がついていて普通の方法ではうまく塗料
がのらないんですね～。そこで塗り方にもひと工夫しています。いや、そこは企業秘密とい
うことで．．．」

「う～ん、うまく逃げられてしまいましたね～。お客様のホームページでも発売から一ヶ月
で売れ行きは好調とのこと。うれしい限りです。しかしここまでのものができたのも、お客様
の商品にかける熱意があったればこそです。私たちもお手伝いできてよかったです」
それでは今月はここまで！
アイデア次第でスチロールの用途は広がります。皆様のご要望、お待ちしておりま～す。

② オーダーメイドあれこれ

上田

③ 社員紹介 輸送部 山田実（やまだみのる）

どこの会社にも一人くらいはいますよね～ お馬鹿な奴って。
どもっ 松原産業の馬鹿野郎 輸送部 山田でっす。
年末が近づくにつれ 我ら輸送部の面々も日に日に目の下のクマが

その濃さを増し 私にいたってはクマの中に目もらいまで出来ちゃって
る次第であります。私の詳細につきましては当社ホームページの社員
ブログでご確認ください。私の馬鹿っぷりが存分に発揮された内容と
なっております。 それではまたあちこちで。

松原産業社員ブログ ⇒ http://ameblo.jp/matsubara-sangyo-syain/
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